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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、電子書籍端末での文章読解行為に注目し、電子媒体の表示・操作特
性を活かした読解方略・スタイルを明らかにすることである。印刷書籍と電子書籍を用いた読解行動実験、6ヶ
月以上の電子書籍端末貸与を通じた読書行動調査、質問紙による日常読書行動調査に取り組んだ。分析の結果、
物質的特徴を利用できない電子書籍上の読書では、積極的に読解痕跡（ハイライト、メモ、栞挿入）を残し、そ
れらの一覧表示機能等を利用して読解・定着につなげることが有効な方略であることが判った。さらに、電子書
籍利用により、書籍への書き込み行為に対する心理的抵抗感を低減することや、読書量が増加する可能性がある
こと等も示唆された。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this research is to consider reading strategies adapted to 
the display/operation characteristics of e-books. In this research, we conducted reading 
comprehension experiments using printed books and two kinds of e-books (e-paper, LCD), reading 
behavior survey through lending of e-book terminal over 6 months, and daily reading behavior 
investigation by question paper. As a result of analysis, it turned out that effective reading 
comprehension strategies on e-books are to positively record traces of reading such as highlights, 
memos, bookmarks. Furthermore, it was suggested that reading habits on e-book could reduce 
psychological resistance to acts of writing to a book, and increase the amount of reading.

研究分野：教育工学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
近年、書籍を印刷媒体で読むのか、それと
も電子媒体で読むのかを選択できる環境が
整ってきている。特に教育分野においては、
デジタル教科書や電子黒板が徐々に学校教
育現場に普及・浸透してきており、実験的な
導入段階から実践段階へと移行しつつある。 
しかしながら、電子媒体上における純粋な
文章読解に対する長所や短所・リスクを含め
た検討は十分なされているとはいえない。多
くの場合、電子媒体におけるマルチメディア
機能（音声挿入、動画挿入、インタラクティ
ブなシミュレーション等）、通信機能（ソー
シャルリーディング、流通性、更新、媒体間
同期、クラウド利用等）、省スペース性（数
千冊分のデータ保存可能）、検索容易性（ジ
ャンプ、辞書利用等）、紙資源の節約等によ
る視点から評価して電子書籍の利点を示し
ているが、書籍としての第一義である文章読
解の観点から、その優位性や特徴を示してい
るものはない。 
本研究では、我々が日常使用している読書
方略は、印刷書籍の特徴に最適化されたもの
であると捉え、同様に、電子書籍上の読書に
も、そのメディア特性に最適化した読書方略
があるのではないかと考え、それを検討する
こととする。 

 
２．研究の目的 
本研究の目的は、電子書籍端末での文章読
解行為に注目し、電子媒体の特性（表示・操
作性）を活かした読書方略・スタイルを検討
することである。特に、印刷書籍上の読解行
動と電子書籍上の読解行動の差異について
実験を通じて比較・分析し、電子書籍の特徴
に最適化した読解・読書スタイルを明らかに
することと、電子書籍を利用することによっ
て読書行動がどのように変化するのかにつ
いて考察し、今後の読書文化・教育に電子書
籍が果たすべき役割・可能性について、提案
を含めて示すことを本研究のゴールとする。 

 
３．研究の方法 
本研究では、下記３つの実験・調査を通じ
て分析・考察を行う。 
 
(１) 印刷書籍と電子書籍を用いた読解実験 
印刷書籍上の読解行動と 2種類（液晶、電
子ペーパー）の電子書籍上の読解行動を比
較・分析することにより、各書籍メディアの
特徴と読解行動・方略の関係性を明らかにす
る。実験では、被験者に論説文を題材とした
文章読解用コンテンツを各書籍メディアで
読んでもらい、その後、口頭による読解箇所
の内容説明を求め、読解の正確さを確認する。
実験中の読解行動をビデオカメラで記録し
た映像データと、被験者に装着したウェアラ
ブルカメラによる視野周辺の映像データ、さ
らに実験中に被験者が使用した書籍媒体に
書き込まれた読解痕跡データにより分析を

行い、被験者の読解行動・方略を同定する。 
 
(２) ６ヶ月以上の電子書籍端末貸与期間を
通じた読書行動の調査 
電子書籍端末を日常的に利用することに
より読書行動にどのような変化が現れるの
かを明らかにするために、被験者に電子書籍
端末を 6ヶ月以上の期間貸与し、その後、半
構造化インタビューにより収集した発言の
記録を読解行動データとし、それをもとに分
析・考察を行う。 
 
(３) 質問紙による日常読書行動調査 
読書文化・教育における電子書籍の役割・
可能性を検討するために、電子書籍使用状況
を含む日常の読書行動に関する調査を質問
紙法によって実施する。特に電子書籍の利用
状況や、電子書籍を利用する・利用しない理
由について詳細に分析し、今後の電子書籍の
役割・可能性を探る。 
 
４．研究成果 
本研究で得られた知見を、(１) 書籍メデ
ィアの特性と読書行動、(２) 電子書籍の特
性を活かした読書方略、(３) 読書文化・教
育における電子書籍の役割・可能性、の３つ
の観点でまとめて報告する。 
 
(１) 書籍メディアの特性と読書行動 
① ディスプレイの表示特性（視認性の特徴）
から、文章読解を中心とした書籍コンテン
ツを利用する場合には電子ペーパー端末
の方が適していると考えられる。ただし、
疲労度・集中度への影響については個人差
が大きく、継続的な検討が必要である。 
 
電子書籍端末の画面は、ディスプレイ技術
の違いにより、液晶と電子ペーパーに大きく
分けられる。前者は、PC のディスプレイをは
じめケータイやスマートフォン、タブレット
端末など、多くの電子デバイスに用いられて
おり、電子メディアの画面として一般的に認
知されている。そのため、本研究の被験者に
限らず、ほとんどの人がスマートフォンやパ
ソコン等で日常的に使用している、いわば使
い慣れた画面表示形式である。 
表示特性としては、表示切り替えスピード
が速く、カラー表示に標準対応しており、文
字のほか静止画像、動画も扱うことが可能で
ある。そのため、マルチメディアを利用する
デジタル教科書・教材として想定されている
のはこちらのタイプだと思われる。これを書
籍メディアとして利用することを考えた場
合、多くの画像が挿入された雑誌やアート系
書籍など、カラー表示が必要なコンテンツを
利用する場合に適しているといえる。そのた
め被験者の一部には、雑誌アプリとして日常
的に利用している者もいた。しかしながら、
ユーザは読書時にバックライトの光を見続
けることになるため、個人差はあるが、眼精



疲労を訴えたりブルーライトの影響を懸念
したりしている者もおり、文章読解メディア
として使用する場合には注意を要すること
が示唆された。 
一方後者は、電子書籍専用端末や PDF の閲
覧・書き込みに対応した電子ペーパーデバイ
スなどに用いられているが、一般的に認知さ
れるほど普及しているとは言い難い。そのた
め、被験者のほとんどが使用経験を有してい
なかった。しかし、バックライトではなく反
射光での視認のため、その表示特性は紙に非
常に近く、文章読解を中心とした書籍コンテ
ンツの利用に適しているのではないかと考
えられる。被験者の間でも視認性の評価は非
常に高く、特に外出時に野外で使用した際の
読みやすさに驚いた旨の発言をする被験者
もいた。 
ただし、現状では表示切り替え操作に対す
る反応スピードが遅く、さらに、ページをめ
くる際に一瞬白黒反転する画面仕様や誤動
作・誤操作に戸惑う被験者もおり、それらを
原因として読書に対する集中力が途切れて
しまうと訴える発言もあった。また、現状で
はカラー表示に対応していない点や、動画再
生が困難であるという点も、短所として捉え
られていた。 
 
② リフロー型、固定レイアウト型、それぞ
れの特徴を理解したうえで、書籍の内容や
読書スタイルに応じて適切にフォーマット
を選ぶことも読書方略の一つになり得る。 
 
電子書籍フォーマットによる表示特性の
違いに着目すると、リフロー型と固定レイア
ウト型の大きく 2つのタイプに分かれる。前
者は、文字サイズやフォント、行間隔などが、
自由に変更でき、表示画面の大きさ、ユーザ
の好みや視力の変化に合わせて適切な表示
設定が可能となる。しかし、行間隔、文字サ
イズ等を変更すると、当然、１行・１頁に収
まる文字数も変化するので、書籍コンテンツ
全体のレイアウトやページ数も変化する。そ
のため、印刷書籍とは異なる読書・読解方略
が必要となる。 
後者は、いわゆる印刷書籍の電子版と捉え
ることができ、読者は制作者側で設定された
ページレイアウト、デザインを崩すことなく
読書することになる。そのため、デザイン、
レイアウト、画像表示を重視した雑誌・書籍
に適していると考えられる。読者にとっては、
印刷書籍の読書方略をそのまま使用できる
が、利用するデバイスの画面サイズによって
は拡大・縮小表示の操作を繰り返しながら読
書をすることになる。そのため、それらの操
作を煩わしいと評価する被験者も多く、それ
が要因となり、読書への集中度や没入度に影
響を及ぼす可能性があることが示唆された。 
また、固定レイアウト型のフォーマットの
中には、文字と画像のすべてが画像形式デー
タとして保存されているものと、画像は画像

形式データであるが、文字はテキスト形式デ
ータとして保存されているものがある。文字
がテキスト形式データであれば、検索、辞書
機能、ハイライト機能などが文字列に対して
操作可能であるが、すべてが画像形式データ
の場合にはこれらの機能が使えない。そのた
め、書籍の内容や読書方法に応じて適切にフ
ォーマットを選ぶことも、重要な読書方略の
一つといえる。 
 
③ 電子書籍は、読者に書籍への積極的な働
きかけを促す書籍メディアになり得る。 
 
実験・調査の結果から、書籍への書き込み
行為に対する心理的抵抗感について、印刷書
籍利用時と電子書籍利用時との間に差異が
あることが判った。印刷書籍に下線を引いた
りメモを書き込んだりする行為に対して、本
を汚損してしまうと捉え、強い抵抗感を持っ
ている被験者が多く存在し、そのような被験
者は、日常の読書においても、印刷書籍を使
用した読解実験時においても書き込み行為
をほとんどしていなかった。しかし、電子書
籍使用実験時には、電子書籍を完成された書
籍というよりも電子的なデータと捉えてお
り、このことにより書き込みに対する心理的
抵抗感が低減され、汚損を気にすることなく
読解の痕跡（ハイライトやメモ）を残してい
た。つまり、電子書籍は、読者に書籍への積
極的な働きかけを促す（許す）書籍メディア
だと捉えることができる。 
そのため、方略として書籍への書き込みを
指導する読解教育の場においては、電子書籍
を利用することが有効である可能性がある
のではないかと考えられる。特に、書籍メデ
ィアの使い分け指導につながることと考え
られる。書籍の汚損を気にすることなく書き
込み等の読解方略を使用できるのは、汚損に
対する心理的抵抗感が強い読者にとって、利
点の一つになり得ることであろう。 
 
④ 電子書籍を日常的に利用することによっ
て、読書量が増加、書籍との出合いの幅が
拡大、書籍メディアの使い分け等、読書行
動が変化する。 
 
調査の結果から、電子書籍利用率は低かっ
たが（平均 33％）、電子書籍を利用し始める
ことによって読書量が増加傾向になった被
験者が多数いた。読書量が増えた被験者の多
くは、隙間時間（短時間）で読書することが
多くなった旨を言及していた。また、読書量
は不変と回答した被験者は、印刷書籍で読ん
でいたものの一部が電子書籍に置き換わっ
たという変化のみである旨の回答であった
が、それらの被験者全員が日常的に図書館や
書店に足を運ぶ、もともと読書量が多い被験
者であった。 
電子書籍利用によって書籍との出合いの
幅が広がったことを言及する被験者も多数



いた。その多くが、電子書籍の品揃えや流通
性の良さに伴う書籍との出合いについて、さ
らには、書籍入手につながるスムーズさにつ
いて高く評価していた。読みたいと感じた本
をすぐに入手できることは、読書に対するモ
チベーションを逃さない上でも重要なこと
と思われる。さらに、電子書籍で読んで手元
に置いておきたい（所有したい）と感じた作
品は印刷書籍でも購入するという被験者に
至っては、電子書籍は完全に本との出合いの
場として捉えている様子であった。 
電子書籍端末を状況に応じて使い分けて
いる被験者もいた。コミックや小説などでは
電子書籍用端末を利用し、連載小説ではスマ
ートフォンのアプリを利用する者、眠る直前
に読む時には電子ペーパー端末を利用し、移
動中の電車内等では（片手で操作できる）ス
マートフォンの書籍アプリを利用する者、実
用書は電子ペーパー端末で読んで、気になる
箇所にはハイライトをつけておき、復習時に
ハイライトの一覧表示を利用して効率的な
学習をしようとする者等、被験者をしながら、
電子書籍の特性に適応した使い方を探って
いるようであった。 
 
(２) 電子書籍の特性を活かした読書方略 
本研究で得られた電子書籍の特性と読書
行動の関係性における知見から、電子書籍上
の文章読解では、読解の痕跡（ハイライト、
メモの書き込み、栞の挿入等）を積極的に残
し、それらの一覧表示やジャンプ等の支援機
能を利用することが、内容の理解・想起・外
化時の支援につながる読書方略であると考
えられる。実験での読解内容口頭説明の時、
これらの支援機能を使用した被験者と使用
していない被験者との間で、その内容説明の
正確さや速さに差異が生じていた。さらに、
電子書籍では、印刷書籍のような物質的特徴
による諸情報（厚み、ページレイアウト、紙
やインクの匂い等）を読解・記憶の手がかり
として使用することができないことも、方略
として読者に意識的かつ積極的に読書痕跡
を残すように促す理由の一つである。 
読書方略を書籍との出合い・購入から読了
までの幅広い範囲で捉えた場合、電子書籍の
流通性や即入手可能な点が大きな利点にな
り得るのではないかと考える。書籍との偶然
の出合いは、その人の読書生活を豊かなもの
にする。書店や図書館の本棚で興味深い書籍
に偶然出合うことと同様に、電子書籍でも偶
然の出合いはある。先述したとおり、電子書
籍を利用することで書籍との出合いの幅が
拡大し、その結果、読書量も増加する可能性
がある。特に、自宅周辺に図書館や大型書店
がない場合には、大きな利点となり得ること
であろう。 
電子書籍の携帯性向上は、移動時間や隙間
時間を読書時間に変える可能性があるとい
うことも指摘しておく。電子書籍は、自宅の
本棚や書店を携帯型電子端末に収めている

と捉えることもできる。つまり、電子書籍を
利用することで、時間や場所を選ばず読みた
い本を読むことができる書籍メディア環境
を持ち歩くことが可能になる。今回の調査で
も、多数の被験者が電子書籍使用によって読
書量の増加を経験していた。 
以上の読書方略を理解し、戦略的に電子書
籍を利用することで、より豊かな読書・学習
環境を得ることができると考える。 
 
(３) 読書文化・教育における電子書籍の役
割・可能性 
これまでの知見をふまえ、今後の読書文
化・教育における電子書籍の役割・可能性と
して、以下の３点を提案する。 
 
① 電子書籍を積極的に活用した読書教育・
指導の展開 
電子書籍は、文章読解時に読者から書籍へ
の積極的な働きかけを可能とする書籍メデ
ィアである。読者が汚損を気にすることなく
下線やメモを書き込んだり、辞書を連携利用
したり、読中・読後に自分がつけたアノテー
ションにジャンプして確認したり等のよう
に、電子書籍に積極的に働きかけることによ
って読解を助けてくれる。特にリフロー型コ
ンテンツであれば、読み易い文字サイズ・行
間隔にも設定できるため、自分好みの仕様で
読書が可能になる。このようなメディア特性
を積極的に活用した読書指導・教育を現場で
提供・展開できるようになって欲しいと考え
る。そして、その教育現場において、電子書
籍に適した読解方略を読者自身が探求でき
るような教育・指導ができると、さらに効果
が上がることと思われる。 
 
② 印刷書籍と電子書籍の両方が利用できる
書籍メディア環境作り 
学校や公共の図書館で、印刷書籍と同等に
電子書籍を利用できる、ハイブリッドな書籍
メディア環境を作ることを提案する。一部の
図書館では、電子書籍の貸出サービスを実施
しているが、現状においては質的にも量的に
もまだまだ不十分だと思われる。電子書籍が
教育現場へ徐々に普及してきてはいるが、そ
の中心は実験的・試行的な授業のみであり、
通常の読書用環境としての電子書籍の整備
が充実しているとはいえない。上記①を実現
するためにも、読書用電子書籍環境の整備を
すすめる必要があると考える。 
 
③ 書籍メディアの使い分け教育 
現在、教育用書籍のみならず雑誌や漫画な
どを含めた様々な書籍が、印刷媒体と電子媒
体の両方で利用できるようになっている。作
品によっては、電子媒体で先行展開し、後に
なって印刷媒体としてリリースされるもの
もある。このようなメディア環境において、
書籍として利用するメディアの特性・特徴を
理解した上で、メディアを使い分ける方法を



教育することは意義深いことと考えている。
メディアの使い分け能力が向上することに
よって、より多角的な理解が深まり、教育効
果の向上にも貢献できるのではないかと考
える。 
 
本研究では、上記に加えて、文章構造図を
サブウィンドウで表示することによって立
体的・構造的な読書を支援する方法や、ハイ
パーリンクによる書籍の関連付けによる構
造的読書行動を支援する方法の検討にも取
り組んだ。しかし、予備実験・調査を通じて、
電子書籍端末の表示画面サイズの制約上、複
数ウィンドウ表示やリンク先書籍へのジャ
ンプが有効な読書支援にはつながらないこ
とと判断したため、詳細な実験・分析は実施
しなかった。 
また、本研究を通じて、電子書籍使用時の
疲労度・集中度の変化、深い思考を伴う読書
時の読解支援の可能性、文章校正時の読解行
動と注意力の変化等、新たな課題が見つかっ
た。今後の課題として、これらの研究に取り
組む予定である。 
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